
必要度

□ ①アンテナ p.4 ★☆☆

□ ②送信機 p.4 ★☆☆

□ ③スタジオ設備 p.4 ★☆☆

（２）放送設備等の確保 必要度

□ ①アンテナ p.4 ★☆☆

□ ②送信機 p.4 ★☆☆

□ ③同軸ケーブル p.4 ★☆☆

□ ④その他（フィルター、避雷器、アンテナのマスト、固定部材） p.4 ★☆☆

□ ⑤マイク（卓上スタンドを含む） p.4 ★☆☆

□ ⑥ヘッドフォン p.4 ★☆☆

□ ⑦ミキサー p.5 ★☆☆

□ ⑧ＣＤ、ＳＤ等のプレーヤー p.5 ★☆☆

□ ⑨録音機器 p.5 ★☆☆

□ ⑩ＦＭラジオ p.5 ★☆☆

□ ⑪電源ケーブルドラム、ＯＡタップ p.5 ★☆☆

□ ⑫テーブルなど p.5 ★☆☆

□

□

□

必要度

□ ①編集責任者 p.6 ★★☆

□ ②制作者 p.6 ★★☆

□ ③アナウンサー p.6 ★★☆

□ ④技術者 p.6 ★★☆

□ ⑤レポーター p.6 ★★☆

□ ⑥無線従事者 p.6 ★★★

臨時災害放送局の開設・運用に関するチェックリスト

Ⅰ　事前準備（備え）編

　災害発生時は、その状況把握や被災者の救助、避難所の運営、道路の啓開など膨大な業務
が想定されます。こうした業務の一つに挙げられる「災害に関する情報伝達」は、二次災害
やさらなる被害拡大を防ぐために、重要な役割を担うこととなります。
　このため、平時から臨時災害放送局（以下、「臨災局」という。）の開設を想定して、そ
れに備えておくことが大切です。

（１）放送設備の設置場所の検討

※移行型の場合、基本的には不要です。

※移行型の場合、基本的には不要です。

※移行型の場合、基本的には不要です。

　このチェックリストは、臨災局を開設することを想定したものです。事前準備がなくても
開設することはできますが、あらかじめ検討して備えておくことで、より円滑に開設するこ
とができます。

（３）運営スタッフの確保
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（４）その他 必要度

□ 放送内容の検討 p.7 ★★☆

□ 運営経費の検討 p.8 ★★☆

□ 受信可能エリアの確認（エリアマップの作成） p.9 ★☆☆

□ 周波数の周知方法の検討 p.9 ★☆☆

□ 臨災局の開設・運用に関する協議・協定締結（移行型の場合） p.3 ★★☆

Ⅱ　開設・運用編

（１）無線局（臨災局）の免許申請 必要度

□ ①臨災局開設の意思決定 p.2 ★★★

□ ②口頭（電話等）による相談・申請 p.2 ★★★

□ ③申請書類の作成、提出 p.2 ★★★

□ ④無線従事者選(解)任届の作成、提出 p.2 ★★★

（２）放送設備等の確保 必要度

□ ①アンテナ p.4 ★★★

□ ②送信機 p.4 ★★★

□ ③同軸ケーブル p.4 ★★★

□ ④その他（フィルター、避雷器、アンテナのマスト、固定部材） p.4 ★★☆

□ ⑤マイク（卓上スタンドを含む） p.4 ★★★

□ ⑥ヘッドフォン p.4 ★★★

□ ⑦ミキサー p.5 ★★★

□ ⑧ＣＤ、ＳＤ等のプレーヤー p.5 ★★★

□ ⑨録音機器 p.5 ★★★

□ ⑩ＦＭラジオ p.5 ★★★

□ ⑪電源ケーブルドラム、ＯＡタップ p.5 ★★★

□ ⑫テーブルなど p.5

□

□

□

必要度

□ ①編集責任者 p.6 ★★★

□ ②制作者 p.6 ★★★

□ ③アナウンサー p.6 ★★★

□ ④技術者 p.6 ★★★

□ ⑤レポーター p.6 ★★★

□ ⑥無線従事者 p.6 ★★★

※移行型の場合、基本的には不要です。

（３）運営スタッフの確保 ※移行型の場合、基本的には不要です。



（４）その他 必要度

□ 周波数の周知方法の検討 p.9 ★★★

□ 臨災局の開設・運用に関する協議・協定締結（移行型の場合） p.3 ★★☆

Ⅳ　運用終了編

（１）運用終了に伴う手続き等 必要度

□ ①臨災局廃止の意思決定 p.9 ★★★

□ ②無線局廃止届の提出 p.9 ★★★

□ ③無線局免許状の返納 p.9 ★★★

□ ④放送機材の返却（借受した場合） ★★★

このチェックリストは、生徒が独自に調査研究した結果をもとに作成したもので、臨時

災害放送局の開設や運用を保証するものではありません。その旨をあらかじめ御理解いた

だいた上で活用いただければ幸いです。
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